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本書では、RX ファミリ用 C/C++コンパイラパッケージを初めてご使用になる方を対象に、製品インストー

ルからプロジェクト構築、ビルド、デバッグを開始するまでの一連の流れについて説明します。 
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RX ファミリ用 C/C++ コンパイラパッケージ アプリケーションノート 

1. はじめに 

RX ファミリ用 C/C++コンパイラパッケージは、RX ファミリの機能・性能を活かしたプログラムを、統合

開発環境 ＋ C/C++コンパイラを用いて効果的に作成できるようにしたパッケージです。シミュレータも含

まれており、実機が無い状態でもプログラムのデバッグ、性能評価を行うことができます。 

 

ルネサス開発環境の構成を図 1 に示します。 

連携ツール(ソフトウェア)の有色部はコンパイラパッケージに付属されているツールです。 

 

図 1 ルネサス開発環境の構成 

AutoUpdate ドキュメントアップデータ 
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•

•

•

 High-performance Embedded Workshop (以下、HEW と略します) 

ルネサス統合開発環境。開発ツールを操作する、共通フロントエンドです。 

エディタ、ブラウザ、プロジェクト構築機能のほか、多くの機能を搭載しており、コーディングからデバッ

グまでの一連の作業を行うことができます。 

 
 コンパイラ、アセンブラ、リンカ 

 RX ファミリの性能を 大限に引き出すことのできる、ルネサス製コンパイラです。 

コンパイラ、アセンブラ、リンカを纏めて、「ツールチェイン」と呼びます。HEW のビルド機能を用いるこ

とにより、ツールチェインを操作し、マイコン上で動作するプログラムを作成することができます。 
 [補足] ツールチェインを操作して、ソースプログラムからマイコン上で動作するプログラムを作成する操作を「ビルド」と呼びます。 

 
 シミュレータ 

 RX の動作を PC 上でシミュレーション、評価することができます。ブレーク、トレースなどのデバッグ機

能のほか、擬似割込み機能やタイマ機能などもあります。 
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 図 1 における無色部は、コンパイラパッケージ以外のルネサス開発ツールです。 

追加インストールを行うことで、図 1 に示すように HEW を用いて使用可能な機能が拡張されます。 

例えば E20 エミュレータを追加インストールすると、図 1 における「連携ツール（ソフトウェア）」の「E20

エミュレータ制御」が追加インストールされ、HEW を用いて、E20 エミュレータを用いた評価を行うことが

できるようになります。 

このように、ルネサス開発環境では、統合開発環境 High-performance Embedded Workshop(HEW)を中心とし

て、シンプルかつ高機能な開発環境を構築することができます。 

2. インストール方法 

 製品 CD-ROM をセットして、インストーラの指示に従ってくだ

さい。既に HEW がインストールされている場合は、インストーラ

は既存 HEW へ上書きインストールを行います。 

インストール時にインストールマネージャ（図 2）が起動する製

品では、既に HEW がインストールされている場合でも、別フォル

ダに HEW 環境を新しく構築できます。 

 
図 2 インストールマネージャ  

 

3. プロジェクトの構築 

RX610 を例に、プロジェクトの構築方法を説明します。 

3.1 High-performance Embedded Workshop の起動 

図 3 ようこそ! ダイアログ 

Windows スタートメニューより「High-performance Embedded 

Workshop」を選択してください。「ようこそ！」ダイアログボッ

クス（図 3）が表示されます。 

 
    [注]スタートメニューの表示内容は、ツールのインストール状況により異な

る場合があります。 
  [注]インストールマネージャにより複数の HEW環境を構築している場合、 

アクティブな HEWが起動されます。 

 

3.2 ワークスペースの作成 

3.2.1 ワークスペースとプロジェクト 

HEW では、ワークスペースとプロジェクトという概念があります。 
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• ワークスペース 

 HEW を用いてプログラムを作成する場合の、一番大きな管理単

位です。ワークスペースには、 低 1 つのプロジェクトが必要で、

この 1 つのプロジェクトは、ワークスペース作成時に自動的に作成

されます。また、ワークスペースは複数のプロジェクトを持つこと

ができます。 図 4 ワークスペースとプロジェクト 
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 プロジェクト プロジェクト •

 プログラムを作成する場合、特定機能をライブラリ化して  プログラムを作成する場合、特定機能をライブラリ化して 

図 5 「新規プロジェクトワークスペース」 
   ダイアログボックス 

モジュールを階層化する場合があります。このような場合、 モジュールを階層化する場合があります。このような場合、 

ライブラリ用のプロジェクトを作成・追加することができます。 ライブラリ用のプロジェクトを作成・追加することができます。 

  

3.2.2 ワークスペースの作成 3.2.2 ワークスペースの作成 

 図 3 で「OK」ボタンを押すと、「新規プロジェクトワー

クスペース」ダイアログボックスが表示されます。（図

5）「プロジェクトタイプ」に「Application」を選択、「ワー

クスペース名」を入力してください。「プロジェクト名」

を変更したい場合には、「ワークスペース名」を入力後、

「プロジェクト名」を変更してください。 

 図 3 で「OK」ボタンを押すと、「新規プロジェクトワー

クスペース」ダイアログボックスが表示されます。（図

5）「プロジェクトタイプ」に「Application」を選択、「ワー

クスペース名」を入力してください。「プロジェクト名」

を変更したい場合には、「ワークスペース名」を入力後、

「プロジェクト名」を変更してください。 
[注]指定した「ディレクトリ」が存在する場合、ワークスペースを作 [注]指定した「ディレクトリ」が存在する場合、ワークスペースを作 
成することはできません。 成することはできません。 

図 6 対象MCUの選択 

[注]複数のコンパイラパッケージをインストールされている場合は、 [注]複数のコンパイラパッケージをインストールされている場合は、 
「CPU種別」に「RX」を指定してください。 「CPU種別」に「RX」を指定してください。 

[注]RXファミリ用 C/C++コンパイラパッケージ を使用する場合は、 [注]RXファミリ用 C/C++コンパイラパッケージ を使用する場合は、 
「ツールチェイン」に「Renesas RX Standard」を選択してください。 「ツールチェイン」に「Renesas RX Standard」を選択してください。 
  

3.2.3 対象 MCU の選択 3.2.3 対象 MCU の選択 

 使用するツールチェインバージョンと対象 MCU を選

択します。（図 6）「CPU シリーズ」に「RX600」を、

「CPU タイプ」に「RX610」を選択してください。 

 使用するツールチェインバージョンと対象 MCU を選

択します。（図 6）「CPU シリーズ」に「RX600」を、

「CPU タイプ」に「RX610」を選択してください。 
  
[注]所望のMCUが表示されない場合は、コンパイラパッケージを最新
版へリビジョンアップしてください。MCUが追加される場合があります。 

[注]所望のMCUが表示されない場合は、コンパイラパッケージを最新
版へリビジョンアップしてください。MCUが追加される場合があります。 

図 7 MCUオプションの選択 1 

  

  

  

  

  

  

3.2.4 MCU オプションの選択 3.2.4 MCU オプションの選択 

 「オプション」ダイアログボックス（図 7、図 8）では、 

コンパイラ、アセンブラ、リンカで共通のオプションを

選択します。選択するオプションは、プロジェクト構築

後も変更することができます。そのまま「次へ」を押し

てください。 

 「オプション」ダイアログボックス（図 7、図 8）では、 

コンパイラ、アセンブラ、リンカで共通のオプションを

選択します。選択するオプションは、プロジェクト構築

後も変更することができます。そのまま「次へ」を押し

てください。 

図 8 MCUオプションの選択 2 
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3.2.5 自動生成ファイルの設定 

図 9自動生成ファイルの設定 

 「生成ファイル」ダイアログボックス（図 9）では、

HEW が 

自動生成するファイルの設定を行います。 
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 I/Oライブラリの使用 

 標準入出力ストリーム数を指定します。 
 [注]標準入出力ストリームを使用する場合は、低水準インタフェース

ルーチンを実装する必要があります。低水準インタフェースルーチ

ン実装方法の詳細は、コンパイラマニュアルを参照してください。 
 

 
 ヒープメモリ使用 

 malloc, realloc,calloc関数およびC++(new演算子)を使用

する場合にチェックを付けてください。 

 
 main( )関数生成 

 アセンブリ、C、C++言語から選択可能です。デフォルトは C 言

語です。 

 
 I/Oレジスタ定義ファイル 

 C/C++言語で使用可能な、各 MCU のヘッダファイルを生成しま

す。 

 
 ハードウェアセットアップ関数生成 

 MCU の初期設定を行なうための HardwareSetup 関数を生成

します。 
 [注]MCUの初期設定はユーザシステムに依存します。自動生成された

HardwareSetup関数の実装はユーザにて行ってください。 
 

ここでは、「ハードウェアセットアップ関数を生成」か

ら「C/C++ source file」を選択、「次へ」を押してくださ

い。 

 

3.2.6 標準ライブラリの選択 

図 10 標準ライブラリの選択 

 「標準ライブラリ」ダイアログボックス（図 10）では、使

用する標準ライブラリの選択を行います。ライブラリの選択は、

プロジェクト構築後も可能です。そのまま「次へ」を押してく

ださい。 
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3.2.7 スタック領域の設定 

図 11 スタック領域の設定 

 「スタック領域」ダイアログボックス（図 11）では、ユー

ザスタックサイズと割り込みスタックサイズを指定します。 

スタックポインタの初期値は、各 MCU の内蔵 RAM の 後の

領域付近に設定されています。スタックポインタ値とスタック

サイズは、プロジェクト構築後も変更可能です。そのまま「次

へ」ボタンを押してください。 

 
[注]スタック領域へのアクセスが遅いと、性能が非常に悪くなります。 
  アクセスの速い内蔵 RAM領域内へ設定することを推奨します。 

 
 
 
 
 

3.2.8 リセットベクタの設定 

図 12 リセットベクタの設定 

 「ベクタ」ダイアログボックス（図 12）では、リセッ

トベクタを生成するかどうかを指定します。各 MCU に

適な設定が行われています。そのまま「次へ」を押し

てください。 

 

以上により、自動生成するファイルの設定は完了です。 

 

 

3.2.9 デバッグターゲットの選択 

「デバッガ」ダイアログボックス（図 13）では、生成したプロ

グラムをどのターゲット上でデバッグするかを選択します。3.2.3

（図 6）で選択した RX ファミリに適合するシミュレータ、エミュ

レータが自動的に表示されます（エミュレータは該当エミュレー

タ製品がインストールされている場合のみ、自動的に表示されま

す）。「RX600 Simulator」にチェックを付け、「次へ」を押して

ください。 

図 13 デバッグターゲットの選択 

 
[補足]ターゲットを複数選択することもできます。その場合は、デバッグ時に何れ

か 1つのターゲットを「デバッグセッション」(5.1章にて後述)より選択
してデバッグを行うことになります。 
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3.2.10 デバッガオプションの選択 

図 14 デバッガオプションの選択 

 「デバッガオプション」ダイアログボックス（図 14）では、図

13 で指定したターゲットに対するオプション設定を行ないます。

本設定は特に変更する必要はありません。そのまま「次へ」を押

してください。 

 
[注]ターゲットを複数選択した場合には、各ターゲット毎にオプションダイアログ

ボックスが表示されます。何れも設定を変更する必要はありません。 
 
 
 
 

図 15生成ワークスペースの一覧表示 

3.2.11 ワークスペース作成の完了 

 以上により、ワークスペース作成のために必要な設定は完了で

す。「生成ファイル名」ダイアログボックス（図 15）では、HEW

が自動生成するファイル名と各々のファイルの概要を一覧表示し

ます。 

 

図 15 で「完了」ボタンを押すと、「概要」ダイアログボッ

クス 

（図 16）が表示します。本章で構築されたワークスペー

スの 

図 16生成ファイルの詳細 

詳細情報を確認することができます。図 16 の下部「サマ

リの・・・という名前で保存する｣にチェックが付いてい

る場合、「概要」ダイアログボックスに示されている詳

細情報をプロジェクトフォルダ（3.3 参照）内にある

ReadMe.txt ファイルに保存します。 

 
[注]ReadMe.txtに保存される情報は、プロジェクト構築時の情報です。 
プロジェクト構築後に変更した情報は含まれません。 

 

 

図 16 で「OK」ボタンを押すと、HEW がワークスペー

スを開いた状態で起動し、図 17 に示す状態になります。

図 17 で示される用語は以下のとおりです。 

 

 

図 17ワークスペース構築の完了 
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ツールバー 

 各操作を簡単に行うことのできるボタンです。 

 
 ワークスペースウィンドウ 

 ワークスペースに含まれるプロジェクトと、各プロ

ジェクトに含まれるファイルを一覧表示します。ファ

イルをダブルクリックすると、エディタウィンドウに

ファイル内容を表示します。ワークスペースウィンド

ウは 4 つのタブで構成されており、上記のほかにブラ

ウザ機能、テスト機能などを設定、使用することがで

きます。 

 
 エディタウィンドウ 

 ソースファイル内容を表示、編集を行うことができ

ます。 

デバッグ時はCソースレベルデバッガとなりますので、 

「デバッグ」→「ソースプログラム編集」→「再ビル

ド」→ 

「デバッグ」の一連の流れをスムーズに行うことがで

きます。 

 
 アウトプットウィンドウ 

 ビルド結果や実行結果などを表示するウィンドウです。 

 

 

図 18 自動生成ファイルのフォルダ構成 

3.3 ワークスペース内のフォルダ構成 

 3.2 で自動生成されるフォルダ・ファイルの構成を図 18

に示します。自動生成されるソースファイルは、プロジェ

クトフォルダ内に配置されます。 
 

 [注]ワークスペース／プロジェクトフォルダ内には、HEWが自
動生成する設定ファイル（*.hws,*.hwp,*.hsf）などがありま
す。設定ファイルは、手動で編集を行わないでください。 
 

    [注]ユーザプログラムを任意フォルダ内に作成、プロジェクト
へ追加することができます。新しいフォルダを追加する場合

は、ワークスペースフォルダ以下の階層へ追加することを推

奨します。 
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図 19 ビルドの流れ 

4. ビルド 

4.1 ビルドとは 

 ツールチェインを操作して、ソースプログラムからマイコン上で動作する

プログラムを作成する操作を、「ビルド」と呼びます。ビルドの流れを図

19 に示します。 

 
 標準ライブラリの構築 

RX ファミリ用 C/C++コンパイラパッケージでは、ライブラリに対しても

適化の設定を行うことができます。そのため、3.2.6 で指定したライブラリを

初のビルド時に構築する仕様になっています。 

•

•

•

•

•

•

 [注]ライブラリ構築には多少時間がかかります。 
 [注]ビルドオプション（4.2）の「CPU」タブ、または｢標準ライブラリ｣タブで設定される 

オプションを変更すると、ライブラリを再構築します。 
 コンパイル 

 コンパイラを起動し、C/C++ソースプログラム(*.c/*.cpp)をコンパイル

します。 

 
 アセンブル 

 アセンブラを起動し、アセンブリ言語ソースプログラム(*.src,*.s)をアセンブ

ルします。 

 
 リンク 

 中間ファイル(*.obj)およびライブラリ(*.lib)等をリンクし、マイコン上で動作

するプログラムを作成します。デバッグ段階で使用するロードモジュールファ

イル(*.abs)と同時に、ROM ライタなどで製品に組み込むための S タイプファイ

ル(*.mot)、HEX ファイル(*.hex)形式などの出力を行うことができます。 

 

4.2 ビルドオプション 

図 20 ビルドオプションの設定 

4.2.1 ビルドオプションの設定 

 「ビルド」→「RX Standard Toolchain…」を選択してくださ

い。 

「RX Standard Toolchain」ダイアログボックス（図 20）が表示

されます。ツールチェインに対する全てのオプション設定は、

本ダイアログで行うことができます。 

 
 「コンパイラ」タブ 

 コンパイラオプションを設定することができます。 

 
 「アセンブラ」タブ 

 アセンブラオプションを設定することができます。 
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• 

•

•

•

•

「最適化リンカ」タブ 

 リンカオプションを設定することができます。 

 
   [補足]ルネサス製 RXリンカは、最適化機能を搭載しています。

そのため、「最適化リンカ」とも呼びます。 
 

 「標準ライブラリ」タブ 

 ライブラリ構築時のオプションを設定することができます。 

 
 「RTOS」タブ 

 RTOS のオプションを設定することができます。 

 
 「CPU」タブ 

 ビルドを通して共通となるMCUオプション（3.2.4）を設定することができます。 

 
 「全般」タブ 

HEW のオプションを設定することができます。 

 

4.2.2 オプション設定対象 

 初期設定では、プロジェクトファイル全体に共通のオ

プション設定が行われていますが、ファイル個別にオプ

ションを設定することもできます。個別に指定する場合、

設定対象は、図 21 の左側の画面で指定します。指定例を

図 21 に示します。単一ファイル指定だけでなく、Ctrl や

Shift キーを用いて、複数ファイルに対して、同じオプショ

ンを同時に設定することもできます。ここでは、特にオ

プション等の変更は行わず、オプションダイアログを閉

じてください。 

図 21 オプション設定対象の選択 

（単一ファイル指定）    （複数ファイル指定）

4.3 コンフィグレーション 

 4.2 で設定したオプション設定を保存しておき、様々な

オプション設定でのプログラム評価を素早く行えると便

利です。 

HEW では、プロジェクトのオプション設定情報を「コン

フィグレーション」という単位で登録・管理することが

できます。 

 初期状態では、「Debug」、「Release」コンフィグレー

ションが存在しています。各コンフィグレーション（オ

プション設定）でのビルド結果は、図 18 の「Debug」

「Release」で示されるように、別々のフォルダへ保存・

管理されます。 様々なオプション設定に対して「コン

フィグレーション」を生成、保存することで、様々なオ

プション設定の評価を容易に行うことができます。「コ

図 22 「ビルド」ツールバー 
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ンフィグレーション」の切替えは、「ビルド」ツールバー

のコンフィグレーション」ドロップダウンリスト（図 22）

により行います。 

 
  [注]初期状態の「Release」コンフィグレーションは、「Debug」コ

ンフィグレーションのデバッグ情報出力を抑止したものです。 
その為、「Release」コンフィグレーションと「Debug」コンフィ
グレーションは同じプログラムが出力されます。 

 

4.4 ビルドの実行 

 ビルドを行うには、「F7」キーを押すか、HEW メニュー 

図 23 「ビルド」ボタン 

「ビルド」→「ビルド」を選択するか、ツールバー上部の「ビ

ルド」ボタン（図 23）を押してください。 

ビルド後、アウトプットウィンドウ（図 17）にエラーが発生し

なければプログラムの作成は終了です。 

 
  [注]ビルドを行うには、オプションダイアログ（図 20）を閉じる必要がありま

す。オプションダイアログを閉じることでツールチェインへの設定オプ

ションが確定します。 

図 24 エラーヘルプ（「F1」キーで表示） 

 
  [補足]エラーやウォーニングが出力された場合、「F8」キー 

 を押すと、該当行をエディタに表示します（コンパイラ、アセンブラエ

ラー時）。また、アウトプットウィンドウのエラー／ウォーニング行に

カーソルを置いて「F1」キーを押すと、エラーヘルプが表示（図 24）
されます。 

 

以上により、HEW によるプログラムの自動生成は終了です。 

 

 

5. デバッグ 

 本章では、前章で作成したプログラムをターゲット上へ

転送し、プログラムのデバッグを開始するまでの手順を説

明します。 

5.1 デバッグセッション 

 オプション設定を「コンフィグレーション」で管理できた

のと同様に、HEW では、デバッグ環境を「デバッグセッショ

ン」という単位で登録・管理することができます。デバッグ

セッションの切替えは、「ビルド」ツールバーの「デバッグ

セッション」ドロップダウンリスト（図 25）で行うことがで

きます。「デバッグセッション」に登録・保存される情報は

以下の通りです。 
図 25「ビルド」ツールバー 

（２つあるドロップダウンリストのうち、 
右側がデバッグセッション） 
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•

 接続ターゲット 

 プログラムのデバッグを行うターゲットの指定です。シミュ

レータ、エミュレータ（インストール済製品）を選択すること

ができます。初期状態では、3.2.9 で選択したターゲット先が登

録されています。 

 
 デバッグ対象プログラム 

 ロードモジュール（*.abs、*.mot など）ファイル。初期状態で

は、選択されたコンフィグレーションの*.abs ファイルが登録さ

れています。 

 

図 26 デバッグ環境の復元 

 デバッグ時のウィンドウ情報 

 デバッグ時に開いている各ウィンドウ（レジスタ、メモリ、

ウォッチなど）情報を使用中のイメージで保存します。つまり、

デバッグセッションを登録・保存しておくと、デバッグを再開

する場合に「デバッグセッション」を選択するだけで、前回保

存したデバッグ環境をすぐに復元（図 26）することができま

す。 

 

5.2 ターゲットの接続 

ターゲットとの接続を行うためには、「デバッグセッショ

ン」ドロップダウンリスト（図 25）から所望のターゲットを

選択します。「SimSessionRX600」デバッグセッションが、プ

ロジェクト構築時の指定(3.2.9)により登録されていますので、

「SimSessionRX600」デバッグセッションを選択してください。

デバッグセッションを選択すると、HEW は対象となる連携ソ

フトウェア（図 1）を起動し、接続を開始します。シミュレー

タを起動した場合は、「シミュレータの設定」ダイアログ（図

27）が表示されます。「シミュレータの設定」ダイアログは、

シミュレータのＣＰＵの構成やサポートする周辺モジュール

機能の設定を行うためのダイアログボックスです。「Module 

Name」に示されたモジュール（図 27 ではコンペアマッチタイ

マと割り込みコントローラ）にチェックを付けると、その周辺

モジュール機能が使用可能になります。 

 

 

 

 

 

図 27 「シミュレータの設定」ダイアログボックス
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ここでは、特にチェックを付けずに「OK」ボタンを押してください。HEW

上部のツールバーにデバッグ操作用のツールバー群が追加（図 28）され、シ

ミュレーション（プログラム実行）およびデバッグを行うことができるよう

になります。 

 
  [注]エミュレータをご使用になる場合、接続時にエミュレータ固有の設定が必要になる場合が

あります。エミュレータ接続時の設定は、エミュレータユーザーズマニュアルまたはアプ

リケーションノートを参照してください。 

 

 アウトプットウィンドウ（図 17）の「Debug」タブに「Connected」が表示

されれば、ターゲット（シミュレータ）との接続は完了です。 

 

図 28 シミュレータ起動前後のツールバー表示（上：起動前、下：起動後） 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 デバッグ対象プログラムのダウンロード 

 次に、デバッグ対象プログラムのダウンロードを行います。ターゲッ

トとの接続時、ワークスペースウィンドウ（図 17）には「Download 

modules」フォルダおよびロードモジュールファイルが追加（図 29 上図）

されています。ロードモジュールをダブルクリックすると、ダウンロー

ドが行われ、ダウンロード済みであることを示す「↓」マークがロード

モジュールファイルに表示（図 29 下図）されます。 

図 29 ロードモジュールのダウンロード 

（上：ダウンロード前、下：ダウンロード後） 

 
  [注]ロードモジュールファイルの右側の数値は、「オフセットアドレス」です。「オ

フセットアドレス」には「0」を指定（初期値は 0）するようにしてください。 
 
  [注]エミュレータをご使用の場合で、外部メモリ領域へのダウンロードを行う場合

には、予め当該領域へのアクセスが正しく行えるように、ポートやバスコント

ローラ等の設定を行う必要があります。 
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5.4 プログラムの実行とデバッグ 

 前節で、プログラムの実行およびデバッグに必要な準備は完了しま

した。本節では実際に簡単な実行とデバッグを行います。 

 

5.4.1 リセット 

図 30 「CPUリセット」ボタン 

まず 初にリセットを行い、リセットベクタへ分岐することを確認

してみましょう。リセットを行うためには、ツールバーの「CPU リ

セット」ボタン（図 30）を押してください。リセットベクタからパ

ワーオンリセットアドレス、スタックポインタ初期値を取得し、

PowerON_Reset_PC 関数の先頭で停止します（図 31）。 

 

図 31 リセット後の状態 

このように、HEW ではプログラムが停止した際、該当

するソース行があれば、自動的に該当するソースプログ

ラムを表示します。 

 
  [注]・ ソースプログラムが表示されない場合は、以下の事項を確認し

てください。 
・ ビルド時、コンパイラ、リンカの両方にデバッグオプションを

指定していない場合は、指定してください 
・ ソースファイルがビルド時と同じ場所に存在していな
い場合は、再度ビルドを行ってください。 

 
 

5.4.2 ソースプログラム表示モードの変更 
 

図 32 表示モード切替えボタン 

図 33 混合表示モード 

 「表示モード」をエディタウィンドウ左上のボタン（図

32）により切替えることができます。 
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 「ソース表示モード」ボタン （図 32左） 

 ソースプログラムを表示・編集を行うモードです。（図 31

参照） 
   [注]ソースプログラムの編集は、「ソース表示モード」のみ可能です。 

 
 「混合表示モード」ボタン （図 32中） 

 ソースプログラムと、アセンブリ言語コードを混合表示す

るモードです。ソースプログラムに対応するアセンブリ言語

コードが表示されるので、オブジェクトコードの詳細を解析

するのに便利なモードです（図 33）。 

 
 「逆アセンブリ表示モード」ボタン （図 32右） 

 逆アセンブリ表示のみを行うモードです。ライブラリ等

ソースプログラムが無い場合でも、オブジェクトコード内容

を確認することができます。 
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5.4.3 ステップ実行（ステップイン、ステップオーバー） 

 ステップ実行ボタンを押すと、プログラムのステップ実行を行います。 

 

図 34 「ステップ実行」ボタン 
左：ステップイン、 

   右：ステップオーバー 
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 「ステップイン」ボタン （図 34左ボタン） 

 ステップ実行を行います。関数入口で押すと、関数内の次の行で停止

します。 

 
 「ステップオーバー」ボタン （図 34右ボタン） 

 ステップ実行を行います。関数入口でボタンを押すと、関数実行

後の次の行で停止します。 

 
   [注]ステップ実行時、停止箇所のソースプログラムが無い場合（ライブラリな

ど）は、「逆アセンブルウィンドウ」に切り替わります。 

 

図 35 「レジスタ」ボタン 

図 36 レジスタ値の参照・設定 

5.4.4 レジスタ値の参照・設定 

 レジスタボタン（図 35）を押すと、レジスタウィンドウ

（図 36 左）が表示されます。例えばレジスタウィンドウ

を開いた状態でステップ実行を行うと、PC（プログラムカ

ウンタ）値が更新されることが確認できます。レジスタ値

の変更も可能です。変更したいレジスタをダブルクリック

すると｢レジスタ値設定｣ダイアログボックス（図 36 右）

が表示されます。 
 

 

 

5.4.5 関数・変数定義の参照 

 ワークスペースウィンドウ（図 17）には、全部で 4 つのタブがあ

ります。左から 3 番目「Navigation」のタブを選択してください。プ

ログラム内の関数および大域変数の一覧が表示されますので、「C 

Functions」の「main(void)」（図 37）を選択ダブルクリックしてく

ださい。main 関数の定義部分のソースプログラムが表示されます。 

図 37 関数・変数定義の参照 
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5.4.6 ブレークポイントの設定 

 次に、ブレークポイントの設定を行なってみましょう。 

5.4.5 の操作を行うと、main 関数の先頭にマウスカー

ソルが置かれている状態になりますので、そのまま

「F9」キーを押すか、エディタウィンドウの「S/W（ソ

フトウェア）ブレークポイント」のカラムをダブル

クリックしてください。「S/W ブレークポイント」

カラムに●マークが表示されます（図 38）。 

図 38 ブレークポイントの設定 

 

5.4.7 プログラムの実行 

 実行を行うためには、「F5」キーを押すか、「実

行」ボタン（図 39）を押してください。停止位置か

らプログラムが実行され、ブレークポイント設定箇

所で停止します。 

図 39 「実行」ボタン 
 
  [注]複数行でソースプログラムのアドレスが同じ場合（図 39）、 

 ブレークポイントと停止位置（矢印部）が異なって表示 
 される場合があります。 

 

5.4.8 ウォッチ 

図 40 「ウォッチ」ボタン  変数の参照・編集を行う場合には、「ウォッチ」ボタン 

（図 40）を押してください。ウォッチウィンドウ（図 41）

が表示されますので、参照・編集を行いたい変数名を登録

してください。なお、エディタウィンドウ上で変数をダブ

ルクリック（反転表示されます）、反転表示された変数部

分を直接ウォッチウィンドウ上へドラッグ&ドロップして

登録することもできます。 

図 41 「ウォッチ」ウィンドウ 
  [注]3章で説明した手順に従ってプロジェクトを作成した場合自動生

成されるプロジェクト内のソースファイルには、変数は定義され

ておりません。 
 
 

5.4.9 プログラムの修正と再評価 

 デバッグ中、プログラムの修正が必要になった場合には、以下の手順により簡単に再評価を行うことが

できます。 
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 該当ソースを「ソースウィンドウ」モード(5.4.2参照)で修正してください。 
 「F7」キーを押すか、「ビルド」ボタンを押してください（4.4参照）。再ビルドが行われます。 
 5.3の手順により、再度プログラムのダウンロードを行ってください。（再ビルド後、自動的にダウンロードが行わ
れる設定にされている場合には、手動でダウンロードを行う必要はありません） 
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